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スペイン語の関係節内の叙法選択の基準と意味について 
―「特定性」と「主張」の概念と、関係節内の叙法選択を左右する諸要因 ― 

 
三宅陽子 

 
この博士論文ではスペイン語の関係節における叙法選択について６つの章を設けて考察

する。取り扱う主な問題は、この統語環境において「特定性」、「主張」という概念がどの

程度有効であるかということと、各叙法が関係節に用いられた場合が表す意味についてと、

その他の要因によって叙法が選ばれる現象の取り扱いについての点である。 
 
第１章では、これまでの関係節内の叙法選択に関する研究および本論文の目的について

論じる。スペイン語では主節および従属節において、動詞は直説法、接続法、命令法のい

ずれかが用いられ、関係節内では直説法か接続法が選択される。関係節内の叙法選択は、

しばしば「特定性」という基準によって行われると言われてきた。例えば Porto Dapena 
(1991)らは「特定性」の概念を用い、関係節の叙法選択が話者からみて先行詞の指示対象が
存在するか否か（特定のものか否か）で決まると説く。一方、Pérez Saldanya (1999)らは、
関係節内の叙法選択は、「特定性」「存在性」「指示性」といった概念も用いながら、主に「主

張」の概念を使って、話者の「主張」の有無によって決まると説く。 
先行詞が話者の特定の対象とみなす事柄であるにもかかわらず、後続する関係節に接続

法が用いられている場合や、特定であるとは言い切れない先行詞に対して関係節内に直説

法が用いられている場合があるため、この「特定性」という概念がすべての関係節におい

て影響しているとは言えない。 
本論文では、Pérez Saldanyaの理解を基にして、関係節の「主張」の概念というものを、
先行詞の指す対象が実在するか否かに対して話者の確信の度合いというものが関係節の叙

法選択に影響し決定するとする。直説法は先行詞の指示対象が存在するという確信がある

ため、関係節の命題は事実であると主張する叙法、一方、接続法はその指示対象が存在す

るという確信が弱まり、関係節の命題が事実かどうかは不明で、はっきりと主張すること

を避ける叙法であると定義する。また先行詞の指示対象が不特定な場合以外に、先行詞が

特定でありながら、後に続く関係節内において接続法を用いることもある。これは、関係

節で示す内容に情報としての重要性を持たせないためや、話者の先行詞に対する否定的な

ニュアンスを表すための接続法であるとする。従って、関係節内の叙法選択は、先行詞の

指す対象が特定であるか否かによってのみ決定される訳ではなく、話者が関係節をもちい

て表す内容をはっきりと主張するか控えるかによって決定されると考えられる。 
 
第２章では、「特定性」と「主張」の概念の妥当性について検討する。電子コーパスから

事例を集めて、「特定性」と「主張」のどちらの傾向が見られるかについて調べる。第２章



の電子コーパス調査から確認できたことは、多くの関係節の用例において「特定性」の概

念に基づいて叙法選択がなされていることである。続いてスペイン語話者にインフォーマ

ント調査を行い、「特定性」の概念が関係節の叙法選択において重要な役割をもたらしてい

ることを確認する。さらに特定の先行詞であるにもかかわらず、後続する関係節内におい

て接続法を用いるジャーナリズム用法を例にとり、「特定性」の概念のみでなく「主張」の

概念が大きく影響していることについても論じる。 
 
 第３章では、関係節が使用される文脈について分析し、また各叙法が表す意味につい

ての下位分類を行う。電子コーパスより事例を集めて調べ、事実をそのまま述べる場合や、

話し手と聞き手にとって明らかな内容である場合に関係節内に直説法が用いられるという

ことを示す一方で、話者の「願望」を表したり、「仮定」の内容を示したり、「後時」であ

る場合などに接続法が用いられるということを明らかにしていく。ここでは主に、先行詞

の指す対象が話者にとって特定であるか否かによって関係節の叙法選択がなされる用例を

基に論じていく。 
 
第４章では、最上級および primero、último、únicoなど最上級と同様、先行詞の内容を

唯一的に限定する語が先行詞に現れ、先行詞は特定であるにもかかわらず、後続する関係

節において接続法を用いる用例について考察する。一般に、最上級構文で接続法が用いら

れるのは、誇張した文語的な文体、仮言的な言い方だと言われている。 
この構文で接続法を用いることによって、話者は先行詞について「信じがたい」という

否定的なニュアンスが与えられ、また聞き手の注意を喚起させ、結果として主観や誇張し

た表現となると考えられる。先行詞の指す対象が明らかである場合には、後続する関係節

において直説法を用いるが、接続法を用いることも可能であることが第４章のインフォー

マント調査から明らかとなった。ここであえて接続法を用いる理由は、先行詞として機能

する語を話者が目にするまで、他にそのようなものを見たことがなかったという意味合い

を付加するためであると考えられる。また接続法を選択することによって、関係節の内容

を事実であると主張することを避け、先行詞が表すものと同等の他のものについても示唆

することで、より多くのものと比べても、関係節の先行詞の程度が一番であるということ

を表すことができるとする。さらに話者が先行詞の指す対象を目にするまで他に見たこと

がないという意味を表すために、noが付かない nuncaや jamásなどの否定極性辞を関係節
内に付加することがあるということと、この noが付かない nuncaや jamásを付加するこ
とで否定的な意味合いがより強くなり接続法を選択する可能性もやや上がることについて

明らかにする。 
 
第５章では、先行詞に後続する関係節内の叙法選択と疑惑の副詞(quizá(s)など)の関係に
ついて考察した。疑惑の副詞が関係節に現れる場合も、先行詞の指示対象に対する話者の



確信が高ければ主張の叙法である直説法を用い、その一方で確信が低ければ、主張を控え

ようとする叙法である接続法を用いる。先行詞の指す対象が話者にとって明らかに不特定

である場合には、接続法を用いて表すことができるが、疑惑の副詞を用いることによって

疑義を抱いているという意味合いを補足すると考えられる。 
 
 第６章では、第１章から第５章まで考察した関係節内の叙法の働きを次のようにまとめ

て本論文の結論とする。 
話者が先行詞の指す対象が存在することに確信が持てる場合や、関係節が示す内容を重

要な情報として発話する場合、関係節内では主張を表す叙法である直説法が選択される。

その一方で、話者にとって先行詞の指す対象が存在するか否か不明であるため確信が持て

ない場合や、後続する関係節が示す内容は特定できるが、そこに情報としての価値を置か

ない場合、話者の関係節が表す内容の主張を控えようとする叙法の接続法が選択される。

つまり先行詞の指す対象は実在するかどうか、また実現するか否かによって叙法選択が決

定されることが多いため、「特定性」という概念が関係節の叙法選択に概ね有効である。 
しかし、関係節のジャーナリズム用法で接続法が用いられる場合や、最上級および最上

級と同様、先行詞の内容を唯一的に限定する語が先行詞に用いられる場合のように、特定

の先行詞を指すにもかかわらず、後続する関係節の中で接続法を用いることも可能である。

この関係節内の接続法は、話者の先行詞が指す対象が特定ではないために用いられている

のではなく、関係節の表す内容に情報としての価値をあまり与えないということによるも

のであると考えることができる。  
 先行詞の指す対象が特定か不特定かによって叙法選択がなされる場合と、特定の先行詞

にもかかわらず、後続の関係節内において接続法が選択される場合に共通して言えること

は、話者が関係節の命題に対してはっきりと主張するか控えるかによって叙法選択が決定

されることである。 
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